
きどうせいび

正しい水準状態に対する狂いを水準君王い という。水準狂いが

はなはだしいと ， 列車は動揺がはげし くなり illi転に危険をきた

すので，このようなことのないようにつねに整正される。これ

を軌道水準整正という。また水準狂いを測定する綜具が水準器

であ る。(田中正彦)

きどう せいびこころえ 軌道整備心得 建設規程にもとづい

て規定された軌道およびこれに付祁する絡建設物の整備につい

ての細則。国鉄における軌道の敷設および保守ならびにこれに

付4持する諸建設物の裕築および維持について規定してある。 す

なわち軌道の敷設に関する定規 ・ 基準，軌道の整備および保守

の限度，軌道の構成材料の補修等に闘する事項，その他列車運

転保安上の施設および防護に関し必要な軽師u標準と心得の一般

を規定したものである。

内容の項目は 1 総RIJ 2 ij抗附 ・ 水準 ・高低 ・通り 3 レ

ーノレおよ び付属品 4 分岐総 5 J脱線防止軌条および機ヒ

談輸軌条 6 枕木 7 道床 8 路鍛 9 建設物 10 

除~および防雪 11 量lHllJ 。

この規程は昭和 7 ・ 10 制定され， 昭和 18 ・ 4 大改正があり ， そ

の後部分的改正があって現在におよんでいる。(伊j也知~-)

きどうだいち ょう 軌道台帳 鉄道台I岐につ い ては地方鉄道

法施行規則で， 地方鉄道業者に対し調製して日Iîえお くべきこと

を規定して，その様式も告示によ って一定されているが，軌道

台帳については別段の定めがない。 しかし用地， 橋梁(きょうり

ょう)， 11i同等を正確に記帳してお くこ とは軌道経営者といえ

ども，地方鉄道業者と 同様必要な こ と であるから，実際には鉄

道台帳とほぼ同じ様式のものが調製されている。ー」鉄道台帳。

(削回四郎)

きどうち ゅう しんかんかく 軌道中心間隔 (災) distance 

bet ween center of line 並列した 2 つの軌道中心線開の距隊。

これは相互の軌道上の車両接触を避け， {:車線その他の作業なら

びに待避に支障のないように定められたものである。

国鉄では建設規程で停車湯外では 3 .6m 以上( 3 線以上の軌

道を並設する場合は隣接する 2 中心間隔の l つは 4 m以上) ， 停

車場内では 4 m 以上(ただし鮮内作業上その必要のない箇所は

3.8m ま で，荷物償卸線とこれに隣接する側線および車両の収容

を主とする軌道では 3.4 m まで給少することができる) 。線路が

l曲線の場合は車両の偏僑(へんし 、 ) を見込んで相当肱大する よ う

にきめてある。

地方鉄道では並行した両軌道中心間隔は，軌|百j 1.067 m, 1.435 

m のものは 3.35 m 以上，軌間 762 mm のものは 2.74 m 以上と

定め， 軌道では並行両軌道附の中心間隔は ， 11正問の最大幅員に

400 mm を 11日えたものより大なるように定めてある。高速度の

総や保線後械を使用する線ではできるだけ広くする必姿があり，

建設規定でも限度をもっと上げる傾向にある。(伊i也知堅一)

きどうち ゅ うしんせん 軌道中心線 (英) center line of 

track 左右レーノレ間距離(軌間)の中心をとおる線をいう。

直線区間などスラ ッ クのない場合は軌間そのものの中心点をと

おる線であるが，曲線でスラ ;I!l のある泌合は，同レ ー ノレ間距

離からスラックの量を控除した距般の中心点をとおる線である。

スラックは曲線の内側レールを軌間外方へ拡大してつけられる

ので，外 (UI]レー ノレの軌間線からスラ ックのない軌間の半分の~g

Ili!tにあることになる。(伊地知堅一)

きどうていこう 軌道抵抗 (英) track res istance 直流式

電気鉄道の場合においては，変電所から電気11ïに fU昔iEを送るの

に正負同組の導体を必要とする。そしてI幹線式においては走行

軌条を導体の l っとして利用するため，架空電車線は l 条また

はこれに欄当する導体を裂するのみで， 軌道は電気閉路の一部

とな っ ている。この導体として利用される軌条， およびこれに

直接接続されている部分で大地から別段絶縁されていない母体

を帰線と称する。この帰線の電気抵抗ならびにこの帰線は，別

に大地と絶縁されていないのであるから ， 電流の一部は必然、がj

に軌道床を経て大地に漏えいし よ うと するが， このときの軌道

床の絶縁抵抗を総称して軌道抵抗と Lづ。この軌道拡i'Îcの大小

は'i'l!しょ く の主因の漏えい電流の大小に員長総するもので，的線

の抵抗が高ければ同ーの負荷電流に対して軌条内の電圧降下が

大となり ，軌条の電f立が上るため帰線からの漏えい電流が多く

なる。また同ーの軌条電位に対して漏洩電流を支配するのはこ

の軌道床の絶縁抵抗である。ー」軌道回路。(高柳途)

きどうていこうし 軌道抵抗子 (英) track resister (独)

GleiswiderBtand (仏) r駸istance � circuil de voie 交流お

よび直流の軌ili回路に使用され， 高い電気鉱tJcを持つflt級を磁

骨器製のボビンに巻いて ， その途中から数 (flilのタップを出したも

のでその使用目的は， つぎの とおり である。

l 軌道11ì: 1也ま

たは軌道変圧日誌と

レー ノレ聞に H'I列に

術入し，列車短絡

TE流を制限する。

こオ1は71J 11i または

車両が軌道回路を

短絡し， 送電端に

近づく に したがっ

て ， flr 昔(Eの流れる 軌道鉱抗子

回路の電気低抗が小さくなり ，逆に多くの'111 V1Eが流れて，軌道

'ítt池または軌道継電総を{努めるおそれがあるので ， 111流を制限

してこれらを保護する。

2 軌道線電球に入る電流が多過ぎるような場合， 継電総に

直列に接続して電流を調節する。

3 単軌条回路ではmIfIn1i11Eが継111禄に流れ込むのを防ぐ必

要があるので， 継電線に直列に接続する。

4 交流二元型継m誌を使用する湯合，位相の剥整がたいせ

つであるが， この抵抗子の主主抗値を刷滅することにより位栂制

整ができる。

軌道低抗子は用途により A .B.D型の 3 t.ill類がある。 各抵

抗子の鉱抗他はタ γ プによ っ て調整する。

型 f1!剖t容 1îr (1止但大し抵2抗0・悩C) 調整範聞 m 途

0.5-0.1 Q 交流軌道回路
A 20 A 0.5 !l 

0. 1Q おき !J!軌条m化区 IHI悶絡

B 3 A 4.0 !l 
4.0-0.5 Q 交(汽押削び流ヰI単1悶払1軌乱軌泊条回図路路/
0.5Q おき

D 1 A 10.0 !l 
10.0-1.0 Q 

直流軌道回路
1.0Q お き

なお現在はほとんど使用されていないがこのほかに C裂があ

る。これは直流軌道医l路に使用され， "l1î:流容量 1 A，最大抵抗

値 5.ll，抵抗他の捌撃は摺(し ゅ う)動型であるから 5 .ll から

O .ll まで任1まであるが，摺動子が接触不良 となるおそれがある

のが欠点である。(西沢毅)

きどうていとう 軌道抵当 軌道法上の軌道に属するー休と

な っ た財産を一括して担保に供する制度をいう。明治 42 ・ 4 法

律第 28 号 L軌道ノ低当 ニ関スル法律1 で初めて軌道財団にl閲

する制度が認められた。この法律では別段に定めるものを除く




